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防
災
ま
め
知
識

津
波
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
１　

津
波
と
は

こ
ん
に
ち
は
、〝
か
ん
ち
ゃ
ん
〞で

す
。
２
月
28
日
（
日
）、
チ
リ

沿
岸
で
発
生
し
た
地
震
の
影
響
で
、
田

原
市
に
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
か
ら
、
津
波
に
対
す

る
注
意
点
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

■
津
波
と
は

　

海
底
で
起
き
た
地
震
や
海
底
火
山
の

爆
発
な
ど
が
原
因
で
、
海
水
が
陸
地
に

押
し
寄
せ
る
現
象
が
津
波
で
す
。

　
「t

ツ

ナ

ミ

sunam
i

」
は
国
際
語
と
し
て
も

通
用
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
で
津
波

が
多
く
発
生
し
、
研
究
や
対
策
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

■
津
波
の
伝
わ
り
方

　

津
波
の
伝
わ
る
速
さ
と
高
さ
は
、
海

の
深
さ
が
影
響
し
ま
す
。

◉
速
さ

　

海
の
水
深
が
深
い
ほ
ど
、
津
波
の
速

度
は
速
く
な
り
ま
す
。
水
深
10
ｍ
で

は
時
速
約
36
㎞
（
人
が
全
力
疾
走
す

る
く
ら
い
の
速
さ
）
で
す
が
、
水
深

４
０
０
０
ｍ
で
は
時
速
約
７
０
０
㎞
に
も

な
り
ま
す
。

◉
高
さ

　

外
洋
で
の
津
波
は
、
津
波
と
認
識
で
き

な
い
ほ
ど
海

面
の
変
化
が

と
て
も
小
さ

い
も
の
で
す

が
、
水
深
が
浅

く
な
る
に
つ

れ
て
波
の
高

さ
は
高
く
な

っ
て
き
ま
す
。

■
過
去
の
被
害
か
ら

　

１
９
６
０
年
、
チ
リ
地
震
に
よ
る
津
波

で
は
、
全
国
で
死
者
・
行
方
不
明
者
が

１
４
２
名
、
家
屋
の
倒
壊
や
流
出
な
ど
多

大
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
２
月
28

日
の
津
波
で
日
本
に
大
き
な
被
害
が
な

か
っ
た
こ
と
に
安
心
せ
ず
、
津
波
注
意
報

な
ど
の
情
報
を
確
認
し
、
い
ち
早
い
避
難

行
動
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

姉妹提携20周年　田原市・設楽町交流スタンプラリー
今回は、田原市と姉妹都市 設楽町との共同事業である、交流スタンプラリーをご紹介します。

◉賞品
国内旅行券（１本）、グリーン
メッセージ宿泊利用券１万円
分（６本）、設楽町特産品（40
本）など計１１２本
◉お問い合わせ
政策推進課☎23局３５０７
※詳しくは、市役所、渥美支所、赤羽根市民センター（旧
赤羽根支所）、各ラリースポットにある応募用紙または市
ホームページ（http://www.city.tahara.aichi.jp）を
ご覧ください。

　昨年に引き続き、今年度も交流スタンプラリーを開
催します。応募用紙に指定のスタンプを押して応募す
ると、抽選で賞品が当たります。スタンプラリーに参加
し、設楽町の「山の自然」を満喫してみてはいかがで
すか。
◉開催期間
４月28日（水）～平成23年２月28日（月）※応募はがき必着
◉参加資格
どなたでも
◉応募方法
応募用紙に、指定の４つのエリア（設楽町Ａ・Ｂ、田原
市Ｃ・Ｄ）から各１つ、計３つ以上のスタンプを集め、必
要事項を記入のうえ、直接または郵送にて
◉応募先
田原市役所、渥美支所、赤羽根市民センター（旧赤
羽根支所）、設楽町役場、津具総合支所

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。
▶政策推進課☎２３局３５０７

4000ｍ

外洋

時速700km程度
（ジェット機）

時速250km程度
（新幹線）

近海
海岸

500ｍ

外洋での波高は
大きくて数m程度

水深が浅くなると
急に波高を増す

湾部などにおいては、波が
数十mの高さまで陸上を
駆け上がることがある

湾

◉市内で応募用紙を配布しているラリースポット
「道の駅」田原めっくんはうす・あかばねロコステーション・伊良
湖クリスタルポルト、蔵王山展望台、サンテパルクたはら、シェ
ルマよしご、白谷海浜公園
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